
二
本
松
藩
士
安
井
時
明
と

二
本
松
藩
士
安
井
時
明
と    『
伊
豆
国
海
島
風
土
記
』

『
伊
豆
国
海
島
風
土
記
』

　

安
井
時
明
（
一
八
一
九
～
一
八
八
六
）
は
、
幕
末
の
二
本

松
藩
大
目
付
や
江
戸
詰
の
御
用
人
な
ど
を
歴
任
し
た
三
五
〇

石
取
り
の
武
士
で
、
通
称
を
「
九
左
衛
門
」
と
称
し
た
。
ま

た
、
時
明
は
二
本
松
藩
の
な
か
で
は
国
学
に
も
明
る
く
、「
笹

廼
舎
静
枝
」
と
い
う
雅
号
を
持
つ
歌
人
で
も
あ
っ
た
。

　

安
井
健
夫
家
文
書
は
主
に
江
戸
時
代
の
和
本
か
ら
な
り
、

そ
の
多
く
は
時
明
の
関
心
に
従
っ
て
江
戸
で
精
力
的
に
蒐
集

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
地
誌
・
地
図
を
含
め
た
名

所
図
会
類
に
つ
い
て
の
関
心
は
高
く
、
『
都
名
所
図
会
』
を

は
じ
め
と
し
て
十
種
類
・
五
十
八
冊
を
数
え
る
。

　

そ
の
う
ち
安
井
時
明
の
蔵
書
印
が
あ
る
『
伊
豆
国
海
島
風

土
記
』
は
、
十
九
世
紀
中
期
頃
の
書
写
本
を
求
め
た
も
の

と
み
ら
れ
る
。
同
書
は
『
伊
豆
海
島
風
土
記
』
『
海
島
風
土

記
』
と
も
い
い
、
伊
豆
諸
島
に
関
す
る
彩
色
の
地
誌
で
、
六

巻
三
冊
か
ら
な
る
。
幕
府
御
普
請
役
佐
藤
信
行
と
韮
山
代
官

江
川
英ひ

で
ゆ
き征

手
代
の
吉
川
秀
道
は
、
幕
府
の
命
に
よ
り
天
明
元

年
（
一
七
八
一
）
か
ら
翌
年
に
か
け
て
伊
豆
七
島
を
巡
見
し
、

そ
の
報
告
書
と
し
て
『
七
島
巡
見
志
』
と
『
伊
豆
海
島
風
土

記
』
を
著
し
て
い
る
。

　

巻
一
で
は
、
八
丈
島
・
八
丈
小
島
・
青
ヶ
島
、
巻
二
で
は

大
島
・
三
宅
島
・
新に

い
じ
ま島

・
神こ

う

津づ

島し
ま

・
御み

蔵く
ら
じ
ま島

・
利と

島し
ま

の
順
に
、

各
島
の
位
置
・
風
土
・
歴
史
・
民
俗
・
生
業
・
慣
習
・
災
害

な
ど
に
つ
い
て
記
さ
れ
、
彩
色
さ
れ
た
島
の
絵
図
が
各
島
の

最
初
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
巻
三
は
諸
木
、
巻
四
は
草
芝
、

巻
五
は
薬
品
艸
木
、
巻
六
は
魚
・
鳥
・
海
藻
で
、
彩
色
さ
れ

た
図
・
呼
称
・
生
態
・
利
用
方
法
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

右
の
鳥
は
、
八
丈
島
で
「
シ
ラ
ブ
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
ア

ホ
ウ
ド
リ
で
、
島
の
人
は
捕
ら
え
て
食
用
と
し
、
味
は
魚
肉

に
似
て
お
り
、
ト
キ
も
同
様
の
味
で
あ
っ
た
と
い
う
。
さ
ら

に
、
南
海
の
無
人
島
に
は
ア
ホ
ウ
ド
リ
が
群
棲
し
て
お
り
、

明
治
時
代
に
な
る
と
輸
出
用
の
羽
毛
を
求
め
て
バ
ー
ド
・

ラ
ッ
シ
ュ
の
舞
台
と
な
る
の
で
あ
る
。�

（
渡
邉 

智
裕
）
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慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
九
月
の
関
ケ

原
合
戦
以
前
か
ら
徳
川
家
康
方
の
伊
達
政

宗
は
、
旧
領
で
あ
る
信
達
地
域
で
勢
力
拡

大
を
狙
い
、
石
田
三
成
方
の
上
杉
景
勝
と

の
間
で
散
発
的
な
戦
闘
が
繰
り
広
げ
ら
れ

た
。
こ
の
局
地
戦
は
、
景
勝
が
米
沢
へ
移

封
さ
れ
る
慶
長
六
年
ま
で
続
い
た
の
で
あ

る
。
東
根
郷
担
当
の
信
達
四
郡
役
で
あ
っ

た
先
代
の
堀
江
与
五
右
衛
門
は
、
上
杉
方

の
簗
川
城
代
須
田
長
義
の
先
駆
け
と
し
て

活
躍
し
、
堀
江
家
が
興
隆
す
る
契
機
と

な
っ
た
。
信
達
地
域
で
は
こ
れ
ら
の
戦
い

を
「
御
一
乱
」
と
呼
び
、
人
々
の
間
で
長

く
記
憶
に
留
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

万
治
三
年
（
一
六
六
〇
）
三
月
七
日
、

子
孫
の
堀
江
与
五
右
衛
門
は
、
既
に
開
墾

し
た
新
田
の
知
行
を
認
め
て
い
た
だ
き
た

い
旨
の
申
状
を
米
沢
藩
家
老
へ
提
出
し
、

併
せ
て
「
御
一
乱
」
前
後
の
堀
江
家
の
事

績
を
詳
し
く
述
べ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
戦

乱
の
た
め
逃
げ
る
民
衆
の
姿
や
逃
散
百
姓

を
還
住
さ
せ
よ
う
と
す
る
先
代
与
五
右
衛

門
の
働
き
が
具
体
的
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

小お

で手
・
西
根
・
東
根
の
各
郷
の
者
た
ち

は
、
戦
乱
を
避
け
て
安
全
な
山
奥
の
方
へ

と
逃
げ
て
し
ま
っ
た
。
先
代
の
与
五
右
衛

門
は
、
百
姓
を
還
住
さ
せ
る
た
め
の
具
体

的
な
方
策
を
上
杉
家
執
政
の
直
江
兼
続
へ

上
申
し
、
了
承
を
得
て
次
の
よ
う
な
手
立

て
を
講
じ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

先
代
の
与
五
右
衛
門
は
高
札
を
境
々
に

立
て
て
、
逃
散
し
た
百
姓
層
に
対
し
て
以

前
に
住
ん
で
い
た
村
へ
の
還
住
を
促
し
た

の
で
あ
る
。
逃
散
し
て
い
た
百
姓
た
ち
は

そ
の
高
札
を
見
て
、
山
奥
よ
り
徐
々
に
元

の
村
へ
帰
っ
て
き
た
。
先
代
の
与
五
右
衛

門
は
、
そ
の
百
姓
層
が
支
障
な
く
農
業
に

従
事
で
き
る
よ
う
に
鍬
・
万
鍬
・
種
籾
・

食
糧
な
ど
を
与
え
、
開
墾
し
た
い
だ
け
田

地
を
開
く
こ
と
を
許
可
し
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
還
住
し
た
者
た
ち
に
対
し
て
肝

煎
役
を
免
除
し
、
農
業
に
必
要
な
堰
や
堤

を
構
築
さ
せ
た
。
ま
た
、
御
林
を
設
定
し
、

桑
・
楮
・
柿
・
漆
な
ど
の
商
品
作
物
を
植

え
さ
せ
、
そ
の
税
を
米
沢
藩
へ
納
め
さ
せ

て
い
る
。
そ
れ
以
後
は
米
沢
藩
の
福
島
奉

行
平
林
正
恒
の
承
諾
を
得
て
、
綿
役
や
紅

花
役
を
村
々
へ
賦
課
し
た
の
で
あ
る
。

　

西
根
郷
担
当
の
信
達
四
郡
役
の
佐
藤
新

右
衛
門
も
兼
続
の
指
示
に
よ
り
同
様
に
逃

散
百
姓
の
還
住
策
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

そ
の
仕
事
は
信
達
四
郡
役
に
求
め
ら
れ
た

重
要
な
役
割
で
あ
っ
た
。�

（
渡
邉 

智
裕
）

　

前
野
満
七
郎
は
、
ふ
く
し
ま
ゆ
か
り
の

江
戸
後
期
の
文
化
人
で
、
従
来
の
研
究
に

よ
れ
ば
、
以
下
の
よ
う
な
人
物
で
あ
る
。

下
役
人
を
務
め
た
傍
ら
、
山
東
京
伝
ら
に

師
事
。
狂
歌
師
・
戯
作
者
と
し
て
活
躍

し
、
十
返
舎
一
九
ら
と
交
わ
る
。
寛
政
期

は
曼
鬼
武
な
ど
と
名
乗
り
、
主
に
蔦
屋
重

三
郎
の
出
版
物
に
関
わ
っ
た
。
寛
政
六
年

（
一
七
九
四
）
～
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）

の
活
動
空
白
期
後
は
、
感
和
亭
鬼
武
と
も

名
乗
り
、
『
自じ

来ら
い

也や

説
話
』
を
は
じ
め
と

し
た
読
本
な
ど
を
多
数
手
が
け
た
。

　

ふ
く
し
ま
と
の
由
縁
は
、
代
官
の
属
僚

と
し
て
寛
政
前
期
に
桑
折
へ
赴
任
し
た
こ

と
に
よ
る
。
曼
鬼
武
撰
『
狂
歌
仁に

せ世
物
語
』

（
寛
政
四
年
正
月
刊
）
の
鬼
武
の
陸
奥
行

き
を
詠
む
狂
歌
か
ら
、
刊
行
前
に
赴
任
を

経
験
し
た
と
い
え
る
が
、
そ
の
後
の
官
歴

は
不
詳
で
あ
る
。
本
稿
で
、
主
に
地
方
文

書
に
残
る
官
吏
の
足
跡
を
列
挙
し
た
い
。

　

ま
ず
、
伊
達
郡
伏
黒
村
（
現
伊
達
市
）

冨
田
家
の
貸
金
明
細
書
（
『
伊
達
町
史
』

第
五
巻
）
に
、
陣
屋
詰
役
人
と
し
て
名
が

見
え
る
。
岸
本
弥
三
郎
の
代
官
在
任
期
と

干
支
か
ら
、
寛
政
四
年
十
一
月
十
八
日
・

同
六
年
九
月
二
十
九
日
の
こ
と
で
あ
る
。

　

つ
ぎ
に
、
信
夫
郡
中
野
村
（
現
福
島

市
）
「
〔
御
用
留
帳
〕
」
（
庄
司
家
文
書
Ⅰ

一
〇
四
八
）
の
四
月
五
日
付
先
觸
。
代
官

廻
村
を
順
達
し
て
お
り
、
差
出
人
「
岸
本

弥
三
郎
手
代
前
野
満
七
郎
」
と
文
中
の
「
當

寅
」
に
よ
り
、
寛
政
六
年
史
料
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
桑
折
陣
屋
役
人
と
し
て
刈
谷

藩
湯
野
陣
屋
（
現
福
島
市
）
役
人
に
送
っ

た
、
三
月
晦
日
付
「
桒
折
御
役
所
ゟ
御

添
翰
写
」
（
旧
湯
野
村
文
書
（
そ
の
一
）

三
一
二
）
が
あ
る
。
文
中
に
「
弥
三
郎
支

配
所
」
、
端
裏
書
に
「
卯
三
月
晦
日
」
と

あ
り
、
寛
政
七
年
史
料
と
推
定
さ
れ
る
。

　

な
お
、
仙
台
藩
士
玉
蟲
家
の
「
日
記
」

寛
政
七
年
正
月
二
十
三
日
条
に
、
「
岸
本

弥
三
郎
殿
御
手
代
前
野
満
七
郎
」
が
貸
付

金
取
立
の
件
で
仙
台
を
訪
ね
た
と
あ
る
。

　

整
理
す
る
と
、
寛
政
四
・
六
・
七
年
史
料

で
前
野
満
七
郎
を
確
認
し
、
役
職
は
手
代

で
あ
る
。
桑
折
陣
屋
詰
の
立
場
か
ら
史
料

に
現
れ
て
お
り
、
少
な
く
と
も
寛
政
六
・

七
年
は
長
く
在
陣
し
た
で
あ
ろ
う
。
本
稿

の
官
吏
の
足
跡
が
、
文
化
人
活
動
空
白
期

間
と
重
な
る
点
は
興
味
深
い
。
事
例
を
積

み
上
げ
れ
ば
、
前
野
満
七
郎
の
実
像
解
明

の
一
助
と
な
る
だ
ろ
う
。�

（
小
野 

孝
太
郎
）
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曼ま

ん

お

に

た

け

鬼
武
・
感か

ん

和わ

亭て

い

鬼
武
こ
と

　
　
　

前
野
満
七
郎
の
足
跡

上
杉
景
勝
領
に
お
け
る

　
　

逃
ち
ょ
う

散さ

ん

百
姓
の
還げ

ん

住
じ
ゅ
う

方
策

万治 3 年 3 月 7 日付乍恐我等
新田知行申立ル御訴訟之事
（部分、堀江正樹家文書 55）

桒折御役所ゟ御添翰写（部分、
旧湯野村文書（その 1）312）



　

文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
秋
～
翌
八
年

春
に
、
江
戸
で
初
め
て
ラ
ク
ダ
の
見
世
物

興
行
が
行
わ
れ
、
大
盛
況
で
あ
っ
た
と
さ

れ
て
い
る
。
ラ
ク
ダ
は
、
文
政
四
年
に
オ

ラ
ン
ダ
船
に
よ
り
長
崎
へ
舶
来
し
た
、
つ

が
い
の
ヒ
ト
コ
ブ
ラ
ク
ダ
で
あ
る
。
同
六

年
に
見
世
物
巡
業
が
始
ま
り
、
大
坂
・
京

で
の
興
行
を
経
て
江
戸
に
至
り
、
以
後

約
十
年
に
亘
り
諸
国
を
巡
っ
た
。
そ
の

旅
路
は
部
分
的
に
し
か
分
か
ら
ず
、
例
え

ば
、
江
戸
興
行
後
は
、
文
政
八
年
七
月
奥

州
道
中
大
田
原
宿
（
現
栃
木
県
大
田
原

市
）
興
行
と
、
同
年
十
二
月
下
総
国
豊
田

郡
水み

つ
か
い
ど
う

街
道
村
（
現
茨
城
県
常
総
市
）
興
行

が
判
明
し
て
い
る
が
、
途
中
は
不
明
で
あ

る
。
北
関
東
の
巡
業
の
合
間
に
、
陸
奥
国

を
巡
っ
た
事
例
を
示
し
、
ラ
ク
ダ
興
行
が

ど
う
迎
え
ら
れ
た
か
明
ら
か
に
し
た
い
。

　

伊
達
郡
町
飯
坂
村
（
現
川
俣
町
）
渡
辺

家
の
日
記
「
年
鑑
」
（
渡
辺
弥
平
治
家
文

書
四
六
五
）
に
、
文
政
七
～
八
年
の
出
来

事
と
し
て
ラ
ク
ダ
の
番
付
が
写
さ
れ
て
お

り
、
以
下
は
そ
の
内
容
で
あ
る
。
文
政
四

年
オ
ラ
ン
ダ
人
が
長
崎
に
連
れ
て
来
て
、

同
七
年
閏
八
月
江
戸
に
下
り
両
国
で
見
せ

る
。
ハ
ル
シ
ヤ
国
産
（
正
し
く
は
ア
ラ
ビ

ア
産
）
で
、
名
は
カ
メ
ヱ
ル
、
和
名
駱
駝
。

高
さ
九
尺
・
長
さ
二
間
。
姿
は
馬
に
似
て
、

頭
は
羊
に
似
る
。
頭
は
長
く
、
耳
は
垂
れ
、

脚
に
三
つ
節
が
あ
り
曲
が
る
。
四
、
五
駄

を
背
負
っ
て
一
日
に
六
十
里
ほ
ど
歩
く
。

　

江
戸
興
行
以
降
に
作
ら
れ
た
番
付
で

あ
り
、
同
じ
く
「
年
鑑
」
（
前
掲
文
書

四
六
六
）
の
文
政
八
年
八
月
末
・
九
月
初

の
間
で
、
そ
の
書
写
に
言
及
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
ラ
ク
ダ
は
こ
の
辺
り
ま
で
見
世

物
に
来
て
お
り
、
馬
二
匹
分
位
と
大
き

く
、
誠
に
珍
し
い
と
あ
る
。
詳
述
さ
れ
て

お
ら
ず
、
伝
聞
に
よ
る
記
述
で
あ
ろ
う
。

　

つ
ぎ
に
、
信
夫
郡
瀬
上
村
（
現
福
島
市
）

内
池
家
が
記
し
た
「
年
表
録
」
（
内
池
輝

夫
家
文
書
一
二
〇
）
も
ラ
ク
ダ
に
触
れ
て

い
る
。
同
年
八
月
中
旬
以
降
の
こ
と
で
、

ラ
ク
ダ
の
見
世
物
が
福
島
城
下
の
上
町
で

行
わ
れ
た
と
あ
る
。
そ
し
て
、
或
人
の
狂

歌
「
ふ
く
し
ま
は
ら
く
だ
も
み
せ
て
大
苦

あ
り
町
内
人
に
黒
米
五
合
」
が
続
く
。
ラ

ク
ダ
見
世
物
と
、
当
時
の
凶
作
に
対
す
る

福
島
藩
の
玄
米
施
与
を
詠
み
、「
楽
」
「
苦
」

を
対
照
さ
せ
て
皮
肉
を
込
め
て
い
る
。

　

文
政
期
舶
来
の
ラ
ク
ダ
の
見
世
物
巡
業

は
、
少
な
く
と
も
文
政
八
年
八
月
に
陸
奥

国
は
福
島
ま
で
至
っ
た
。
ラ
ク
ダ
に
関
心

が
高
ま
る
一
方
、
折
悪
し
く
大
凶
作
の
最

中
で
、
逆
風
下
の
興
行
と
な
っ
た
と
み

る
。
陸
奥
国
の
事
例
の
掘
り
起
こ
し
が
続

く
こ
と
を
期
待
す
る
。�

（
小
野 

孝
太
郎
）

　

地じ

げ下
官か

ん
じ
ん人

（
朝
廷
の
下
級
役
人
）
真ま

継つ
ぎ

家
は
、
近
世
を
通
じ
て
、
三
都
な
ど
一
部

地
域
を
除
く
全
国
の
鋳
物
師
を
統
括
し

た
。
特
に
近
世
中
期
以
降
、
真
継
家
は
関

係
を
結
ん
だ
鋳
物
師
へ
鋳
物
師
職し

き

を
認
め

る
鋳
物
師
職
許
状
を
交
付
し
て
い
た
こ
と

は
知
ら
れ
る
。
そ
の
許
状
は
お
お
よ
そ
書

式
が
定
ま
っ
て
お
り
、
差
し
出
し
は
真
継

家
当
主
の
官
職
名
＋
氏
姓
（
斎い

ん

部べ
の

宿す
く

禰ね

）

で
、
当
主
の
花か

押お
う

や
実
名
が
刻
ま
れ
た
朱

印
が
付
さ
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
真
継
家
か
ら
白
川
郡
常と

こ

世よ

北

野
村
（
現
塙
町
）
の
近
藤
八
兵
衛
へ
宛
て

ら
れ
た
資
料
群
の
中
に
、
通
常
の
も
の
と

は
様
式
が
大
き
く
異
な
る
許
状
（
近
藤
良

平
家
文
書
一
七
八
）
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　

当
該
史
料
は
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）

十
二
月
付
で
、
鋳
物
師
職
を
「
勝
手
次

第
」
、
つ
ま
り
自
由
に
行
っ
て
よ
い
と
の

内
容
で
あ
る
。
差
し
出
し
は
真
継
家
役
所

で
、
そ
の
下
に
印
文
「
真
継
家
」
の
黒
印

が
み
え
る
。
内
容
面
か
ら
は
鋳
物
師
職
許

状
と
い
っ
て
も
差
し
支
え
な
い
が
、
そ
の

様
式
は
一
般
的
な
そ
れ
と
符
合
し
な
い
。

　

こ
の
史
料
の
位
置
付
け
と
し
て
推
測
し

う
る
の
は
、
正
式
な
許
状
の
交
付
以
前
に

出
さ
れ
た
仮
の
許
状
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
鋳
物
師
が
真
継
家
と
接
触
し
て
か
ら

鋳
物
師
職
許
状
を
受
理
す
る
ま
で
に
長
い

期
間
を
要
し
て
い
た
よ
う
で
、
そ
の
間
の

鋳
物
師
職
を
実
質
的
に
許
容
す
る
目
的
で

発
給
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ち
な

み
に
、
近
藤
八
兵
衛
が
真
継
家
の
支
配
に

入
っ
た
の
は
安
政
四
年
十
一
月
で
、
仮
許

状
の
交
付
か
ら
約
一
年
後
だ
っ
た
。

　

仮
の
許
状
で
あ
る
こ
と
は
、
八
兵
衛
と

真
継
家
の
関
係
構
築
を
周
旋
し
た
真
継
家

御
用
達
鈴
木
新
兵
衛
が
八
兵
衛
へ
宛
て
た

書
状
（
同
三
八
三
）
か
ら
も
窺
え
る
。
安

政
四
年
と
比
定
さ
れ
る
十
一
月
二
十
九
日

付
で
、
そ
の
内
容
は
、
依
頼
の
通
り
真
継

家
よ
り
座
法
掟
書
（
同
一
七
九
）
を
渡
す

が
、
鋳
物
師
職
許
状
は
「
昨

〔
安
政
三
年
〕

年
御
渡
し
之

仮
御
書
物
」
が
返
却
さ
れ
た
上
で
交
付
す

る
と
あ
る
。
「
仮
御
書
物
」
が
す
な
わ
ち

仮
許
状
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

な
お
、
当
館
収
蔵
の
近
藤
良
平
家
文
書

に
は
、
安
政
四
年
に
発
給
さ
れ
た
で
あ
ろ

う
鋳
物
師
職
許
状
は
見
当
た
ら
な
い
。
推

測
の
域
を
出
な
い
が
、
何
ら
か
の
理
由
に

よ
っ
て
仮
許
状
が
真
継
家
へ
戻
さ
れ
な

か
っ
た
可
能
性
が
高
い
。　

�

（
片
村 

峰
雪
）
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鋳い

も

じ

物
師
へ
与
え
ら
れ
た

　
　
　
　
　
　
　

仮
の
許
状

陸
奥
国
で
の
文
政
期
舶
来
の

　
　

ラ
ク
ダ
の
見
世
物
巡
業

〔真継家役所黒印状〕
（近藤良平家文書 178）

年表録（部分、内
池輝夫家文書120）



　

『
太
政
官
日
誌
』
と
は
、
明
治
元
年

（
一
八
六
八
）
に
創
刊
さ
れ
、
同
十
年
に

廃
刊
と
な
っ
た
明
治
新
政
府
の
機
関
誌
で

あ
る
。
今
日
の
『
官
報
』
の
前
身
に
あ
た

り
、
当
時
の
法
令
や
人
事
な
ど
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
明
治
維
新
史
研
究

に
お
け
る
基
礎
史
料
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
『
太
政
官
日
誌
』
を
通
読
し
て
い

る
と
、
と
き
お
り
黒
塗
り
の
記
事
を
目
に

す
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
明
治
四

年
二
月
刊
行
の
『
太
政
官
日
誌
』
明
治
辛

未
第
八
号
（
福
島
大
学
明
治
期
布
達
集
（
そ

の
一
）
五
）
を
素
材
と
し
て
、
そ
の
存
在

が
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
考
え
て
み
た
い
。

　

当
該
記
事
は
「
〔
二
月
〕
十
九
日
己
卯
」

欄
の
も
の
で
、
「
大
原
野
祭
」
（
京
都
の
大

原
野
神
社
で
行
な
わ
れ
る
祭
礼
）
と
兵
部

省
の
「
御
沙
汰
書
写
」
の
間
が
黒
塗
り
と

な
っ
て
い
る
。
う
っ
す
ら
と
板
木
の
木
目

が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
記
事
の
印
刷
後

に
上
か
ら
墨
を
重
ね
て
抹
消
し
た
の
で
は

な
く
、
も
と
も
と
何
も
彫
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
よ
う
だ
。

　

つ
ま
り
、
編
集
担
当
者
は
こ
の
部
分
に

何
ら
か
の
記
事
を
掲
載
す
る
予
定
で
枠
を

確
保
し
た
も
の
の
、
諸
事
情
に
よ
り
掲
載

に
は
至
ら
ず
、
他
の
記
事
へ
と
差
し
替
え

る
こ
と
も
な
く
刊
行
し
た
と
い
う
こ
と
に

な
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
『
太
政
官
日
誌
』
で

は
、
い
つ
発
行
の
号
に
何
の
記
事
を
ど
の

程
度
の
大
き
さ
で
掲
載
す
る
か
が
事
前
に

決
め
ら
れ
お
り
、
予
定
さ
れ
た
記
事
を
掲

載
で
き
な
い
場
合
で
も
差
し
替
え
の
た
め

に
発
行
を
延
期
す
る
こ
と
は
し
な
い
方
針

で
あ
っ
た
と
推
察
で
き
る
。

　

な
ぜ
そ
の
よ
う
な
措
置
が
取
ら
れ
た
の

か
は
、
こ
の
当
時
の
同
誌
の
印
刷
方
法
が

板
木
に
文
字
を
彫
り
込
む
整
版
で
あ
っ
た

こ
と
と
関
係
し
て
い
よ
う
。
整
版
で
は
記

事
の
挿
入
・
削
除
・
交
換
は
板
木
の
作
り

直
し
を
意
味
す
る
た
め
、
そ
れ
を
避
け
た

の
で
は
な
い
か
。
の
ち
に
板
木
に
代
わ
っ

て
組
換
可
能
な
活
字
が
導
入
さ
れ
る
と
黒

塗
り
記
事
が
見
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
も
、

そ
の
傍
証
と
な
ろ
う
。

　

『
太
政
官
日
誌
』
の
黒
塗
り
記
事
の
存

在
は
、
同
誌
の
編
集
・
出
版
が
計
画
的
に

行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
逆
説
的
に
示
し

て
い
る
の
で
あ
る
。�

（
山
田 

英
明
）

　

収
蔵
資
料
展
は
三
回
開
催
し
ま
し
た
。

水
郡
線
応
援
「
東
白
川
郡
の
古
文
書
―
塙

町
常
豊
・
高
城
地
区
編
―
」
は
四
月
二
十

日
か
ら
七
月
十
五
日
ま
で
の
会
期
で
、
水

郡
線
全
線
開
通
九
十
周
年
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
水
郡
線
活
性
化
を
応
援
す
る
た

め
、
水
郡
線
沿
線
地
域
（
東
白
川
郡
）
ゆ

か
り
の
古
文
書
を
シ
リ
ー
ズ
展
と
し
て
取

り
上
げ
ま
し
た
。
「
阿
武
隈
川
流
域
の
歴

史
と
文
化
」
は
、
八
月
三
日
か
ら
十
一
月

二
十
四
日
ま
で
の
会
期
で
、
阿
武
隈
川
サ

ミ
ッ
ト
発
足
三
十
周
年
を
記
念
し
、
阿
武

隈
川
お
よ
び
そ
の
支
流
域
に
関
す
る
史
料

を
展
示
し
ま
し
た
。
「
新
公
開
史
料
展
」

は
、
十
二
月
十
四
日
か
ら
三
月
二
十
三
日

ま
で
開
催
中
で
、
『
福
島
県
歴
史
資
料
館

収
蔵
資
料
目
録
』
第
五
十
五
集
に
収
録
さ

れ
た
県
北
ゆ
か
り
の
「
井
筒
平
氏
寄
贈
文

書
」
「
金
子
一
郎
氏
寄
贈
文
書
」
「
福
島
大

学
明
治
期
布
達
集
（
そ
の
一
）
」
「
安
井
健

夫
家
文
書
（
そ
の
一
）
」
「
高
原
庄
一
家
文

書
（
そ
の
一
）
」
「
国
見
町
藤
田
区
有
文
書

（
そ
の
三
）
」
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

移
動
展
で
は
、
九
月
六
日
か
ら
十
月
二

日
ま
で
「
江
戸
・
明
治
の
争
論
」
を
福

島
県
立
図
書
館
で
開
催
し
ま
し
た
。
九

月
二
十
一
日
に
は
、
福
島
を
生
き
る
講

座
「
三
百
年
に
わ
た
る
土
地
争
い
―
大
沼

郡
桑
原
村
と
宮
下
村
の
入
会
争
論
―
」
を

実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
十
月
二
日
か
ら

十
二
月
八
日
ま
で
「
佐
久
間
家
文
書
か
ら

み
る
森
山
の
歴
史
」
を
国
見
町
文
化
財
セ

ン
タ
ー
あ
つ
か
し
歴
史
館
で
開
催
し
ま
し

た
。
十
一
月
四
日
に
は
、
大
木
戸
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
で
関
連
講
演
「
江
戸
後
期
に

活
躍
し
た
佐
久
間
純
重
の
足
跡
」
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

七
月
十
四
日
の
地
域
史
研
究
講
習
会
で

は
、
湯
浅
治
久
専
修
大
学
文
学
部
教
授
に

よ
る
「
寄
進
と
売
買
か
ら
み
た
中
世
の
社

会
」
と
い
う
ご
講
演
の
ほ
か
、
当
館
学
芸

員
二
名
に
よ
り
東
白
川
郡
南
郷
地
域
の
歴

史
に
関
す
る
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

古
文
書
講
座
は
、

八
月
二
十
日
・

二
十
七
日
・
九
月
三
日
・
十
七
日
の
四
回

実
施
し
、「
福
島
藩
板
倉
家
関
係
文
書
」「
明

治
・
大
正
期
の
福
島
県
庁
文
書
」
に
あ
る

江
戸
時
代
の
村
の
暮
ら
し
に
関
す
る
古
文

書
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
用
い
ま
し
た
。

　

資
料
閲
覧
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
制
約
を
解
除
し

ま
し
た
。
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『
太
政
官
日
誌
』
の

　
　
　
　
　
　

黒
塗
り
記
事

歴
史
資
料
館
の
一
年

太政官日誌（福島大学
明治期布達集（その 1）5）




